
中学生による模擬投票

平成28年第６回定例会の概要
　平成28年第６回羽咋市議会定例会が11月28日
から12月13日までの16日間開催された。提出さ
れた議案は、平成28年度羽咋市一般会計補正予
算案など議案８件、報告２件。
　初日の提案理由説明で山辺市長は、今議会が市
長３期目の最初の議会であり、３期目は人口減少
対策を中心に昨年策定した「がんばる羽咋創生総
合戦略」を重点施策と位置付け推進していくと
語った。具体的には、農業の成長産業化・６次産
業化と道の駅を核とした地域経済の循環システム
を確立し、雇用を創出する。さらなる企業誘致や
商店街等の起業家支援。羽咋駅周辺の活性化計画
などを進めていくとした。

　12月６日の質問日では７人の議員が質問に立
ち、がんばる羽咋創生総合戦略の効果検証・評価
報告書、旧トーカマート跡地、教育環境の整備、
イノシシ対策、道の駅の周辺整備、自然栽培、邑
知の郷公園整備などについて質問した。
　最終日の採決では、平成28年度羽咋市一般会
計補正予算案など市長提出議案10件、報告２件、
諮問３件、平成27年度各会計決算を全会一致ま
たは賛成多数で原案どおり可決、適任、認定とし、
請願１件を採択とした。また、追加された議員提
出議案４件を可決した。

主な内容
一般質問……………… ２
各委員会報告………… ５ 
市民の声……………… ８ 



北川 真知子 議員

櫻井 英一 議員
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千里浜保育所

第２子の保育料を無料に！

子育ての負担軽減を

【質問】今年の11月から県の制度として世帯収入
360万円未満で第２子の保育料は無料となったが、
市内の対象者は36人､6.5%とのこと｡そもそも子
どもを親の所得や家庭の環境で区別をするのはお
かしいと思うが、第２子全員の保育料の無料化を。
【答弁】本市は、全ての世帯で第２子半額、第３
子は無料としている。今後、年収の条件を段階的
に緩和し、保育料の無料化を検討する。

来年度の国保税の税率改正は拙速ではないか

【質問】平成30年度国保の県１本化に向けて、県
と市町で国保税をいくらにするのかを協議してい
る段階において、平成29年度、税率改正をする

というのは拙速ではないか。また、世帯数に応じ
て定額を賦課する「均等割」により子どもの多い
世帯程国保税の負担が重くなっている。18歳未
満の子どもを「均等割」の対象から外すよう求める。
【答弁】平成29年度に引き上げるか上げないかは、
まだ方針を決めていない。今の段階では国の動き、
県の動き、他の市町の動き等を見ながら、どうし
ていくのか決断を下しておらず、今の段階では考
慮中である。
　18歳未満の子どもに係る「均等割」の廃止につ
いては、考えていない。

２

 山辺市長に評価報告書を手渡す
 岩城委員長

がんばる羽咋創生総合戦略の
効果検証・評価

評価報告書を受け、来年度予算の編成方針は

【質問】まち・ひと・しごと創生総合戦略会議の
岩城和男委員長らが「がんばる羽咋創生総合戦
略効果検証・評価報告書」を山辺市長に提出し
た。138施策のうち125施策、およそ91％は取り
組み内容の拡充または継続との評価だった。効果
検証・評価報告書を受けて、来年度予算の編成方
針を聞く。
【答弁】来年度は、若者の定住促進など人口減少
対策や地域経済の活性化をさらに推進し、羽咋
創生を最重点施策として取り組むことにしている。
この基本方針と戦略会議の評価結果報告・意見等
に基づき、現在、各課の予算要求のヒアリングを
実施しており、羽咋創生を深化・発展させる予算
を編成する。

イノシシ特産化の取り組み

【質問】本市では、平成27年10月に獣肉処理施設
を設置し、有害駆除されるイノシシを地域資源と
とらえ、活用を図ってきた。メディア等で見かけ
ることが多くなったが、事業としては計画どおり
に進んでいるのか。イノシシ特産化事業の進捗状
況を聞く。
【答弁】近隣自治体の協力も得ながら、平成28年
11月現在で211頭の処理を行い、販売累計は461
万円である｡また､加工品開発等については､すで
に販売を開始しているソーセージのほか、羽咋ま
ちづくり株式会社において飲食メニューの検討や
カレー・しぐれ煮など加工品の試作を重ねている。

その他の質問
①旧トーカマート跡地について
②産廃処分場の建設について

その他の質問
教育行政について



浜名 　等 議員

寺井 哲也 議員
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ＩＣＴ活用をした授業

教育の重要性を
どうとらえているのか

市長の考える教育環境整備とは

【質問】市長は、高い教育環境と学力の保持をあ
げているが、具体的にどのような整備を行ってい
くのか、また具体的にいつまでに行うのか。
【答弁】まず施設については、トイレの洋式化。
市内の小中学校のトイレ洋式化率は43％で、住
宅の高い普及率との差があり、財政状況を見なが
ら段階的に整備していく。また、意欲的な学習
活動や読書活動を充実させるため、平成29年度
中に市内小中学校のエアコン整備率100％を目指
す。備品等の整備については、ＩＣＴ環境も含め
た必要インフラの整備を図るため、今後も引き続
きタブレット等の導入を実施するとともに、ネッ
トワークの環境整備をする。ソフト面については、
きめ細かな教育に対応できるよう学校支援員、図
書館事務員、ＡＬＴ、外国語指導助手の必要な配

置を検討する。

教育長の考える外国語教育の充実とは

【質問】次期学習指導要領から小学校において英
語の時間が増え、高学年では教科となる。教育長
は外国語教育を重点的に取り組むということだが
具体的に時期のめどを含めて、どのようなことを
するのか。
【答弁】ＡＬＴ及び外国語指導助手を来年度以降、
順次増員を図っていく予定である。また、平成
29年度に、小学校３、４年生の外国語活動の時
間を設置する。小学校５、６年生については現行
の週１回実施の英語活動の時間を増やす予定をし
ている。

老朽化が進む「ひばりヶ丘団地」

分譲宅地の整備方針を示せ！

ひばりヶ丘団地と島出児童公園の一体整備を
【質問】島出町のひばりヶ丘団地は老朽化が進ん
でいる。居住者も少なくなってきていることから、
住民の皆様のご理解をいただき、ひばりヶ丘団地
と島出児童公園を一体化した、効果的な分譲宅地
の整備を行うことはできないか。
【答弁】島出町のひばりヶ丘団地と青年の家宿舎
跡地を合わせた市有地はおよそ１万1,000㎡あり、
効果的な活用を図るために宅地分譲と合わせて市
営住宅や児童公園の整備を行う一体的な事業計画
が必要だと考えている。現在、老朽化したひば
りヶ丘住宅の廃止及び再整備に向けて入居者の方
へ転居のお願いや支援等を行っており、これらの
状況を踏まえ事業化を検討する。

市内観光案内地図の作成が必要では
【質問】羽咋駅や道の駅は情報発信の拠点になる。
道の駅開業に合わせて大きな市内観光案内地図を
作成し設置してはどうか。また、シンボルサイン
は設置から20年の歳月が経っており老朽化して
いる。道路事情が大きく変化した今日、配置の見
直しも含めた対策が必要ではないか。
【答弁】市内観光案内地図の設置については、羽
咋駅西整備事業、道の駅整備事業の中で設置をし
ていく。また、国道415号沿いの市内観光案内地
図及び市内８ヵ所にあるシンボルサインについて
は、設置位置や箇所数、誘導内容なども総合的に
検討して、来年度にデザインや設置の設計に取り
かかりたいと考えている。

３

その他の質問
有害鳥獣イノシシ対策について

その他の質問
サイクリング・ロードの活用について
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浅野 俊二 議員
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道の駅にイルミネーションを

冬場対策とお客様サービスが
一番

道の駅整備を急げ

【質問】①冬場対策が極めて重要だ。砂像のライ
トアップや周辺をイルミネーションで、幻想的な
雰囲気にすべきである。②案内板は、外国人観光
客の増加を見据え、数ヶ国語で標示すべきである。
③千里浜インターからレストハウスまでの補完
（下道）道路は再度、県に強力に働きかけをすべ
きだ。政治的に解決に向けて努力せよ。
【答弁】①冬場の集客イベントや道の駅及び周辺
の魅力づくりに力を注ぎ、集客の強化を図りたい。
②案内板の英語表記のほか、Wi-Fi環境とポータ
ブル端末を設置し、多国語の情報発信、市内イベ
ント、観光施設の情報をリアルタイムで発信する。
③海側の下道は、第１級保安林であり、砂風の影
響が多大で困難と県の回答。

ユーフォリア千里浜の源泉ポンプの予備を

【質問】①大型整備以降、泉質や働く人達の対応
が大変良くなったが、利用客の推移は。②配管洗
浄業務の履歴を見れば、配管詰まり、濁水、定期
点検等、５年間で10回も休館になっており、他
の自治体施設は全部予備を持っている。200万円
程度の費用だが、利用者の減少やサービスを考え
れば、得策ではないのか。③利用者に玄関の所で、
１時間待ってもらっているが、中に入れるべきで
ある。
【答弁】①人数で１万896人、率で9.2％増加して
いる。②今年度、ポンプを取替、オーバーホール
したポンプを予備に保有する。③平成28年11月
28日よりロビーに入って、テレビを見ながらお
待ちいただいている。

全国から大反響があった
自然栽培の学校給食　　

子どもたちに安全・夢・
未来を

自然栽培給食の拡充やシェフの給食の実施を

【質問】自然栽培給食を拡充することによって得
られる効果をどのように考えるか。また、地元
シェフによる学校給食の取り組みも進めてはどう
か。
【答弁】　生産者から自然栽培の話を聞くことで、
子どもが食の安全、安心について関心を持ち、将
来にわたって食の安全性の大切さを認識する良い
機会になる。また、生産者においても意欲の向上
につながり、自然栽培の推進と知名度向上が図ら
れるものと考えている。地元シェフによる学校給
食は、平成32年度以降の取り組みとして、可能
性も含め検討していく。

生徒の安全を確保するため先生の負担軽減を

【質問】部活動中の子どもの事故が多発している
のは、先生の負担が増え、生徒へ目が行き届かな
い背景がある。現状把握の第一歩として、外部指
導者の導入についての意見を伺う機会を求める。
運動部の外部指導者に対しても、助成があってし
かるべきではないか。  
【答弁】部活動は学校長の管理運営事項であるた
め、外部指導者の受け入れに係るアンケート等の
実施や交通費の助成については、国や県の情勢も
注視し、学校長の判断に委ねる。

４

その他の質問
①羽咋市のガバナンス（統治プロセス）のあり方について
②災害時に備えた業務継続計画（BCP）について
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自然栽培聖地化（邑知の郷公園）

原子力防災時の避難所・
避難路の徹底を

原発避難、市民は大混乱となるのでは

【質問】11月29日に原子力災害一斉訓練放送が
あった。県防災資料には各町会別の金沢市内
13 ヶ所の避難所指定とあるが、避難所・避難路
等の市民の具体的認識は非常に薄い。現状では
万一の災害時、避難が大混乱となるのでは。訓練
の徹底と富山県への避難先確保を求める。邑知中
学校原発災害避難所活用方法を聞く。
【答弁】平成26年４月『県原発防災しおり：避難
所掲載』を全世帯に配布済。県の広域避難訓練に
地区代表が参加し、避難所を確認。今後、防災訓
練以外等の機会に多くの市民への情報提供に努め
る。富山県は避難先では無いため、金沢への複数
避難経路の確保に努める。邑知中学校への避難は、

即時避難が困難な要支援者等を広域避難先施設の
体制が整うまでの間の一時避難所を想定。

邑知の郷公園の自然栽培聖地化の為に

【質問】公園の整備は ｢なるほど羽咋は自然栽培
の聖地｣ との評価を受けるように、全国から視察・
観光に来る施設・環境・情報発信PRが必要。自
然栽培聖地に分譲地・工業団地等々の施設は不要。
他へ移動し、公園は自然栽培聖地に特化するべき
では。 
【答弁】世界農業遺産の地での自然栽培作付けを
強くPRし、農作物加工所等の誘致を行う。

その他の質問
羽咋駅周辺活性化について

決算特別委員会 ◎山本 泰夫　○松永 幸則　北川 真知子
　浜名 　等　  寺井 哲也　髙田 甚哉

　当委員会に付託された案件は、平成27年度羽咋市
一般会計歳入歳出をはじめ、４つの特別会計歳入歳出
決算並びに２つの企業会計決算。９月９日から計３日
間にわたり委員会を開催し審査した。
　その結果、認定第１号については、賛成多数により
原案のとおり認定し、認定第２号から認定第７号につ
いては、全会一致で原案のとおり認定した。
　審査過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】過年度分の市税の収納率が上がった理由は何
か。 

【答弁】差押えの件数、金額が増えたことや、平成26
年度から中能登地区地方税滞納整理機構に参加し、中
能登地区の市や町職員間で、効率的な徴収方法を情報
交換していることが収納率の向上に寄与している。

【質問】羽咋市安全・安心メールについて、災害など
の情報は知っているか知らないかで、判断が大きく変
わってくるが、メール登録者は増えているのか。

【答弁】　メール登録件数は、10月21日現在で459件
である。一般の方をはじめ、市内の小中学校の先生方
や消防団員も登録している。また、障害者の方々にも
口コミで広がっており、登録件数は少しずつ増えてい
る。
 
【質問】　上水道事業について、老朽管更新工事の市内
全域の完了予定は。 

【答弁】　老朽管対策として、毎年3,000万円前後の工
事を行っており、今年度に余喜、上甘田地区を実施す
ることで、ほぼ９割が更新され、面的な工事は終了す
る予定である。今後は工事ができなかった箇所などの
部分的な改修と橋梁に添架されている老朽管対策に
移っていきたいと考えている。

　その他、マイナンバー制度導入に関する経費や発行
件数、防災公園の土地購入費の内容、地域商品券発行
事業の換金率などについての質疑・質問がされた。
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産業文教常任委員会報告 ◎寺井 哲也　○髙田 甚哉　北川 真知子
　稲村 信成　　塩谷 久司　中村 重幸　浅野 俊ニ

　当委員会に付託された案件は、議案第47号「平成
28年度羽咋市一般会計補正予算第４号」中、当委員
会所管分など議案３件、陳情１件。12月８日に委員
会を開催し審査した。
　その結果、議案３件については、全会一致で原案の
とおり可決、陳情1件については聞き置いた。
　審査の過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】獣肉処理施設に使用する冷蔵庫等を購入して
いるが、施設の設備は完備しているのか。

【答弁】設備は既に揃っているが、イノシシ処理数の
増加に対応するため、新たに冷蔵庫、冷凍庫を購入した。

【質問】設備投資については、売り上げとのバランス
が大事になるが、事業の収支見込みはどうなのか。

【答弁】獣肉処理施設の運営には３人が必要であり、
年間約１千万円以上の経費が必要となる。現在、「地

域おこし協力隊」の人件費は国からの補助金があるが、
将来的に自立するために今後も支援していきたい。

【質問】旧散弾銃射撃場の鉛除去委託事業における、
緊急雇用創出事業の補助金返還について。返還金は事
業者が負担することになったが、ペナルティを含めた
処分を検討してほしい。

【答弁】他自治体の動向を注視しながら、対応を検討
していきたい。

　その他、イノシシ捕獲数の増加による今後の対応、
邑知の郷公園に建設予定の「園芸総合集出荷施設」、
自然栽培の聖地化についての質疑・質問がされた。

総務民生常任委員会報告 ◎櫻井 英一　○浜名　 等　松永 幸則　大塚 幸男
　新田 義昭　　中村 孝清　山本 泰夫

　当委員会に付託された案件は、議案第47号「平成
28年度羽咋市一般会計補正予算第４号」中、当委員
会所管分など議案６件、請願１件。12月７日に委員
会を開催し審査した。
　その結果、議案６件、請願１件については、全会一
致で原案のとおり可決または採択とした。
　審査の過程での主な質疑・質問は以下のとおり。

【質問】羽咋市税条例等の一部改正について、軽自動
車税の税率の軽減を受けている車は何台あるのか。

【答弁】平成28年度の軽自動車新車台数のおよそ350
台の内、254台が税率の軽減を受けている。

【質問】生活のしづらさなどに関する調査委託とある
が、具体的な内容を教えてほしい。

【答弁】県からの調査委託であり、調査区域は御坊山
町の予定である。内容については、調査票がまだ届い
ておらず詳細は確認していないが、現在生活する上で、
どこに支障をきたしているのかを調査するものである。

　その他、役所庁舎施設の台風による被害状況、民生
委員活動費に係る民生委員への対応などについての質
疑・質問がされた。
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平成28年 第６回定例会 12月議会
　平成28年度一般会計補正予算など議案10件、報告２件、諮問３件、追加提出された議員提出議案４件
を原案のとおり可決、適任とし、請願１件を採択した。また、継続審査中の平成27年度一般会計歳入歳
出決算などの７件については認定した。

■全会一致で議決された議案
議　　　案　　　名 議決結果

議員提出議案第６号 羽咋市議会委員会条例の一部改正について 可　決

議員提出議案第７号 羽咋市議会会議規則の一部改正について 可　決

議員提出議案第８号 介護保険制度における軽度者への福祉用具貸与及び住宅改修の継続を求める意見書の提出について 可　決

議員提出議案第９号 介護報酬の見直し・介護労働者の処遇改善と人材確保を求める意見書の提出について 可　決

請 願 第 ８ 号 介護報酬の見直し・介護労働者の処遇改善と人材確保を求める請願 採　択

市長提出議案第48号 平成28年度羽咋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

市長提出議案第49号 平成28年度羽咋市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

市長提出議案第50号 平成28年度羽咋市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決

市長提出議案第52号 羽咋市税条例等の一部改正について 可　決

市長提出議案第53号 羽咋市国民健康保険税条例等の一部改正について 可　決

市長提出議案第54号 「工事請負契約の締結について」の一部変更について 可　決

市長提出議案第55号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 可　決

市長提出議案第56号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 可　決

市長提出諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

市長提出諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

市長提出諮問第５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　任

市長提出認定第２号 平成27年度羽咋市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

市長提出認定第３号 平成27年度羽咋市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

市長提出認定第４号 平成27年度羽咋市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

市長提出認定第５号 平成27年度羽咋市千里浜財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

市長提出認定第６号 平成27年度羽咋市水道事業会計決算の認定について 認　定

市長提出認定第７号 平成27年度羽咋市下水道事業会計決算の認定について 認　定

■意見が分かれた議案

議　案　名
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等
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子
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議決結果

市長提出議案第47号 平成28年度羽咋市一般会計補正予算（第４号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

市長提出議案第51号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正について

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

市長提出認定第１号
平成27年度羽咋市一般会計歳入歳出決算の
認定について

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認　定

○は賛成　×は反対　欠は欠席
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　本年７月、いよいよ「道の駅のと千里浜」が開業します。道の駅は本市の観光情報
を知らせるだけでなく、能登全域の情報発信拠点となることから、車で能登を訪れる
人達にとって重要な施設となることが期待されています。	 	 	
　市議会では、道の駅を観光客の利用だけでなく、羽咋市民の皆様にも気軽に利用し
ていただけるような施設にするために活発な議論をしています。皆様の貴重なご意見
を市議会へ届けて頂くようお願いいたします。	 	 	
　年頭にあたり市民の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
	 （浜名　　等）

市議会だより編集委員会
（☎０７６７－２２－７１６０）

 委 員 長　 　浜名　　等
 副委員長　 　北川真知子
 委　　員　 　松永　幸則
　　　　　 　 寺井　哲也
　　　　 　　 櫻井　英一

お知らせコーナー

　　
　市議会だより編集委員会では、市民の皆様の声
を募集しています。議会に対しての感想などがあ
りましたら、下記までお気軽にお寄せください。
　〒925-8501　羽咋市旭町ア200　羽咋市議
　会事務局　☎22-7160　FAX 22-7210
　Ｅメール　gikai@city.hakui.lg.jp

傍聴してみませんか
　市庁舎５階の議場入口で、住所、氏名、年齢を
記入するだけで自由に傍聴できます。次の議会定
例会は３月上旬に開催予定です。一度、傍聴してみ
ませんか。
◦インターネットでも視聴できます
　羽咋市議会では、本会議の審議状況を市のホー
ムページで映像配信（生中継）しています。また、

録画映像も配信しており、常任委員会についても
ご覧いただけます。
◦アクセス方法
 ﹁羽咋市公式ホームページ﹂を開き、トップペー
ジ左欄の「議会」をクリックし、「インターネッ
ト議会中継」の欄から視聴したい項目をクリック
してください。

会議録、閲覧できます
　市議会だよりに掲載されている質疑・質問は、
議会で発言された内容の一部です。定例会の内容
は、会議録にすべて記載されています。詳しくは、
図書館、議会事務局、公民館で会議録をご覧くだ
さい。市のホームページにも掲載しています。
　なお、平成28年12月議会の会議録は、３月上
旬に閲覧できる予定です。

８

　砂がきめ細かで適度な水分があり車両で通行可能な千
里浜なぎさドライブウェイ。子供の頃、裸足で乾いた白
砂を飛び跳ねて駆け抜けた砂浜。今ではその幅が１年に
約１メートル減少し、浜崖とゴミばかりが目立ち、景観
も損なわれております。
　これまで石川県や羽咋市などでも様々な侵食対策や取
り組みが実施されていますが、侵食を止めることができ
ない状況です。今後は、日本で唯一の砂のドライブウェ
イでもあり、国土保全の観点からも他の海岸でも実施さ
れているような国の強力で全面的なバックアップが必要
であります。
　早急に効果のある侵食対策を実施し、このすばらしい
千里浜海岸を後世に残すため官民が一体となって
取り組むよう切に願います。

Ｍ.Ｋ　千里浜地区・男性・60代 Ｋ.Ｈ　羽咋地区・男性・70代
　近郷に遅れをとり、ようやく来夏　開駅となる道の駅、
遅まきながらの声の中に期待と希望が市民の中に有るこ
とを意識して欲しい。
　羽咋市の活性化のために、新しい町おこしとは何か、
「待つ道の駅」ではなく、	 長いスパンで市の活性化めざ
して欲しい、お互い誹謗することなく、議会、市民行政
一体となり取り組んでいただきたい。
　今迄と違う、「これからの道の駅」になるために英知
を出し合い、「新鮮さと活性化」が新しい道の駅だと思
います。地産にとらわれず、中央とのパイプを強くし、	
羽咋の道の駅にしかないものを造り出すことも、
新しい道の駅ではないでしょうか。

日本一のなぎさ千里浜海岸を後世に 新しい「呼び寄せる道の駅」


